
校長あいさつ 

「自然の中にすべての教科書がある ①」 

 

福岡県立福岡農業高等学校 校長 平田 陽一 

 

農業について学ぶとき、「日光」や「気温」といった自然に関わる様々な現象について触れずに進める

ことは不可能です。 

みなさんは、二十四節気(にじゅうしせっき)という言葉を聞いたことはありますか。 

多くの生徒さんはこの言葉に馴染みは少ないと思いますが、「春分」や「秋分」といった言葉はその意

味も含めて知っているはずです。二十四節気は太陽の動きをもとにしています。太陽が移動する天球上の

道を黄道といい、黄道を２４等分したものが二十四節気です。そしてその節目にあるものが「春分」「夏至」

「秋分」「冬至」というものです。 

現在は５月です。５月は「春分」と「夏至」の間に当たり、５月６日ぐらいを「立夏」(りっか)と呼びま

す。「夏も近づく八十八夜」の歌い出しで知られる唱歌「茶摘み」に代表されるように、まさに夏を感じる

時期となり、豊作祈願が各地で行われます。また、５月２０日ごろを「小満」(しょうまん)と呼びます。陽

気がよくなり草木が成長して茂るという意味です。農家では田植えの準備を始める頃。動物や植物にも活

気があふれます。また、秋にまいた麦の穂が付くころで安心する（少し満足する）という意味もあるそう

です。先人は、太陽の動きを農業と結びつけ、生きるための工夫を考えてきました。 

５月は、様々な生命の息吹がより強く感じられ、活気づき始めるころです。本校においても、４月に夏

野菜の植え付けが終わり、順調に栽培管理が進行しています。また、本校の恒例行事である田植え実習に

向けた準備も始まります。元気に実習に取り組む生徒の姿が随所で見られ、活気あふれる新学期がスター

トしました。 

生徒諸君、カレンダーは月日を確認したりスケジュールを管理したりするためだけのアイテムではあり 

ません。移りゆく季節を見据え、これから準備すべきことは何か、その時期には何をすべきかとこれから

観察していく生き物の成長を考え、自然と対話しながら、想像しながらカレンダーを見るという経験も味

わってほしいと思います。 

農業は自然を利用し、自然の力を借りて生命の営みをつなぐ生業です。あらためて、私たちは「自然の 

中に生きていること。「自然」について詳しく知ることで、先人が乗り越え、身につけてきた知恵の意味を

理解することができるはずです。 

 「自然」と対話する経験をたくさん味わい、上手くいかない経験もたくさん経て｢自然｣との向き合い方

を学んでください。私たちが普段目にする自然そのものから、向き合い方のヒントをいただけるかもしれ

ません。 

 令和 8年度は農業と自然についての話題を随時発信していきます。乞うご期待を。 


